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『哲学字彙』の和製漢語
一 その語基 の生成法 ・造語法一
高 野 繁 男
〈要 旨〉 本論 文 は,資 料 『哲学 字彙 』 初版
(1881・明治14年)に収録 されている全語彙 をそ
の造語要素である 「語基」(stem)に分解 し,そ
の語基の うち,新 たに生成 されたもの を対象に,
語基の生成法 を明 らかにし,その語基 を再び語 に
戻すことで,語 を構成するシステム,つ まり和製
漢語の造語法を追求する。
また,こ の期 に生成 された語基の うち,現 代語
として活用 されているものと,そ うではなくすで
に消滅(39.7%)し,訳し換 えられている ものが
ある。 どの ような語 ・語基が残 り,ど の ような
語 ・語基が消滅するのか。その語基の単位である
漢字の レベル,語 を構成する語法の レベルを基本
に論 じた。
1.は じめ に
近代 日本語史で特筆 されるのは,大 量の語彙が
短 日時に生産 されたことである。この現象は,知
られていることであるが,日 本人がそれまでに体
験 したことのなかった西洋の未知の制度 ・思想 な
どを急激に移入するために造 った訳語 によるもの
である。 とくに,漢語が急増 した。その実態を観
察すると,幕末から明治前期の訳語造 りは,まず
語基(stem)を確定することか ら始 まったと考え
られる。
ここでいう 「語基」 とは,語 を構成する要素,
造語要素のことである。語の各構成要素は承接の
関係で結合 している。そ して,す べての語の基本
とな り,かつ造語要素 として機能するのは,漢語
では,1字語,2字語,3字 語である。4字語以上
は 「2字語+2字 語」,「2字語+3字 語」のような
構造になっている。ただ,こ の うち3字語 は,た
とえば 「語 彙論 」 とい う場 合 「語彙 一論 」 の よ う
に分解で きる。 「語彙」 は2字 語,「論Jは1字 語
であ る。 この ようにみ て くる と,3字 語 は基本単
位 と して認め るが,語 の構 成要素 と しては,1字
か らなる要素 と2字 か らなる要素 とい うこ とにな
る。 この よ うに して得 られ た 要素 の こ とを 「語
基」(stem)と呼ぶ。
この ことを 『哲学 字彙』 の用 語 に よって確認す
る と,た とえば次 の ようであ る。
徳(トク)～葱rtue
哲学(テツガク)Phnosophy
哲学一士(テッガクーシ)Philosopher
思弁一哲学(シベンーテッガク)Speculativeph皿osophy
帰納一完全一法(キノウーカ・ゼンーホウ)Perlbctinduction
1字 語 「徳」 は,そ れ 自体単独 で語 とな り,ま
た語 基 とな っ て2字 語 の要 素 とな る。 た とえ ば
「道徳 」 の よ うな語 を合成 す る。 しか し,1字 語
は,新 語 ・新語 基 の造成 とい う点で は,そ の可能
性 は きわめ て少 ない。
2字 語 「哲学 」 は,こ れ 自体,語(word)で あ
るが,こ れ を1次 的 と考 え る と二次 的 には 「思
弁 」(speculative)を伴 って 「思 弁一哲学」 とい う
複 合 語(compoundword)を造 るが,こ こで は
「思 弁 」(前接<pre>)も 「哲学」(後接 くpost>)
も語基(造 語 要素)と い うことになる。 また 「哲
学 士」(ph且osopher)も「哲 学一士」 の ように分解
可 能であ り,い わゆる派生語(derivative)を造 る。
この場合 「士」 は接 尾辞(suffix)であ るが,形 態
的に は後接語基(post)であ る。
この原理 にしたがって,語 基を以下のように分
類する。
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1自 立形 式(Freeform)
1)単立語基(Free)
2)単立 ・前接語 基(Free-pre)
3)単立 ・後接語 基(Free-post)
4)単立 ・前接 ・後接語基(wee-pre-post)
H結 合形 式(Boundform)
5)前接語基(Bound-pre)
6)f麦接言吾基(Bound-post)
7)前接 ・後接 語基(Bound-pre-post)
なお,語 基の種類 には,以 下の3種 が考 え られ
る。
a)既存 の もの を用 いる 〈既 存語基>
b)他か ら借用 す る く借 用語基>
c)新た に造成す る 〈新造語 基 〉
また,出 自か ら,和 語語基,漢 語語基,字 音語
基 の3種 が識別 で きる。
2.資料の解題
『哲学字彙』は,近 代語研究の第1級 の資料 と
して評価 されている。すでに先行研究 もあ り,語
彙索引 も用意 されている'1)。ただ,書 誌解題や語
彙の概説的な報告はあるものの,語 彙の内容に踏
み込んだ訳語法や語構成 と取 り組んだ研究 はみ ら
れない。
上述のように書誌の解題がすでにあるので,概
略を記すにとどめる。初版(1881/明治14年),
2版(1884/明治17年),3版(1911/明治44年)
があ り,本稿では初版 を扱 うが,適 宜2版,3版
も参照する。
初版の 「緒言」 には,井上哲次郎識 とあ り,英
フ レ ミン ゲ
人 ・弗列冥 『哲学字典』 により稿 を起 こ したが
「近世之字」が不足 しているので,諸 書 を捜索 し
増補 したという。 また,訳 語についても,先輩の
訳字で妥当なものは尽 く採用 し,新たに訳字を下
す ものは 『侃文韻府』『淵鑑類函』『五車韻瑞』 な
どの他,儒 仏の諸書 をひろ く参考にして定めたと
している:3)。
なお,『哲学字彙』初版の見 出 し語数 は,英 語
1,951語,訳語数2,587語(いずれ も異な り語数)
である。
3.語基 の単位
前述の ように術語集 『哲学字彙』 には,漢 字1
字で訳 された語,漢 字2字 で訳 された語,さ らに
漢字3字 以上で訳 された派生語,複 合語があ り,
これらを造語要素である語基に分解すると,漢字
1字の語基,漢 字2字 の語基に分けることができ
る。
先 に示 した語基の形式 と用法にしたがって 『哲
学字彙』の語基を整理すると以下のようになる。
①1字 語の語基
A自 立形 式(Freeform)
1)1字漢語の単立語基(F1-Free)4)
悪 → 悪Bad詞 → 詞Word
信 → 信Behef
1字語 の漢語 ・漢語基(→ 現代語),と くに1
字の 自立形式 の和製 漢語 が新 た に造 られ る可能
性 は きわめて少 な く 『哲 学字彙 』 で も皆無 であ
る。 この ことは,先 例 となる近世 の蘭学で も同
様 で,例 外 的 に 「腺」(「扁桃腺 」)が あ り,よ
く知 られてい る。
2)1字 漢語 の単 立 と3字 漢語の前 接成 分の二様
に用い られる語基(F1-pree-pre)
(『哲 学字彙』 に該 当例 な し)
3)1字 漢語 の単立 と3字 漢語 の後接成 分の二様
に用 い られる語基(F1-free-post)
心 → 心、Mind功 名一心LAmbition
系 → 丞System神 経一丞Nervoussyst㎝
1字 の単 立後 基 「心」 「系 」 は,既 存 の もの
であ るが 「心 」 に 〈mind>,「系」 に<system>
を当てた こ と,こ れを接尾 辞(post)として用 い
たのは英学の取 り入れ による もの である。
4)1字 漢語 の単立 と3字 漢語 の前接 ・後接成 分
の三様 に用 い られ る語基(F1-free-pre-post)
(『哲 学字彙』 に該 当例 な し)
B結 合形式{Boundform}
5)3字 漢 語 の 前 接 成 分 と して用 い られ る語 基
(B1-pre)
正 → 正 理 論Rationalism
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中 → 虫 一名 辞Middleterm
1字 の結 合形式,つ ま り3字 漢語 の語頭 に用
い られ る接 頭 辞(語 基 の レベ ル で は前 接語 基)
と しての用法 であ る。
6)3字 漢 語 の後 接 成 分 と して 用 い られ る語 基
(B1-post)
下 → 形而一工Concrete
法 → 弁証一迭Dianoiology
7)3字 漢 語 の前接 成分 と後 接 成分 の二様 に用 い
られる語基(B1-pre-post)
(『哲学字彙』 に該当例 な し)
②2字語の語基
A自 立形式(Freeform}
2字 語 は,1字 語 と違 い新 た な造語 が可 能で あ
る。 明治期 に新 た に造 られ た和 製漢語 ・語 基 は こ
こに属 する。
1)2字漢語 の単立語基(F2-free)
科学 → 科学Science
暗指 → 暗示Suggestion
会員 → 会員Member
函数 → 関数Function
概括 → 概括Generalization
誰幻 → 神秘 的Mystery
『哲 学字彙 』 に取 り入 れ られた 明治期 の和
製漢語 には,こ の例 の よ うに現在 で は訳 し換
え らて い る語 もあ る(カ ッコ内が現代の訳語)。
なぜ,訳 し換 え られ る語 とそ うで な い語 が あ
るので あろ うか。後 に検 討す る。
2)2字 漢語 の単 立語 と4字 漢語 の前 接成 分 の二
様 に用 い られる語基(F2-free-pre)
二=壼充Universal
二1銃一政治Bureaucracy
薙定Definite
確定一名辞Defuuteterm
3)2字 漢 語の単 立語 と4字 漢語 の後 接 成分 の二
様 に用 い られる語基(F2-free-post)
情i操Sentiment
主我AEgoisticsentiment
命題Proposition
肯定一金 題Affirmativeproposition
4)2字 漢 語 の 単 立 語 と4字 漢 語 の 前 接 ・後 接 の
三様 に用 い られ る語 基(F2-free-pre-post)
Philosophy
圭牲 一"参練Philosophicalculture
思 弁 一盤Speculativephilosophy
迷丘定 、Judgment
断 定 一命 題Judgmentproposition
解 説 一断 定Explicativejudgment
B結 合成分{Boundform》
5)4字 漢語 の前 接成分 の語基(B2-pre)
祖 社一概念Relativeconception
固定 一資本FixedcapitaI
独 裁一政治Autocracy
6)4字 漢語 の後接成分 の語基(B2-post)
自然一盤Deism
一妻一多去Polyandry
7)4字 漢語 の前 接 ・後接 成 分 の二様 に用 い られ
る語基(B2-pre-post)
!J智 識Intuitivelmowledge
虚形一醒Abstractrepresentation
直 覚一知識Intuitiveknowledge
総念一直 覚Intuitive
この ように,幕 末 ・明治期 の英学 の移入 に際 し
て,2字 の和製漢語 が大量 に生産 された。 そ して,
さらにこの2字 語 基 に接頭辞 ・接 尾辞 を付 した3
字 漢語,2字 語 を組 み合 わせ た4字 漢語が生 産 さ
れた。
4.語基 の分布
『哲学字彙』の語基をこれまで示 した方法で分
類 する と 〈表1>の ようになる。語基 の総数 は
2,070である。 これを語基の典拠によって 「既存
漢語基」 「和製漢語基」及び 「字音語基」 に分 け
て示 した。「既存語基」が8α9%を 占める。語 と
して,ま た語基 として過去の漢籍や和書に見える
ものである。これを漢語の語基,和 語の語基 に分
けると次のようになる。ほとんどが漢語の語基に
よって占め られている。
1字語の内訳 漢語基80和 語基4
2字語の内訳 漢語基194和 語基4
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『哲学字彙』語基の分布 <表1>
自立語基(kneeform) 結合語基(Boudform) 合計
語基 単立 単、恥rll∫接 中.彰後接 単 立・前 ・後接 前接 後接 前 ・後接
既存語基 1,157 122 41 23 228 96 10 1,677(80.9%)
和製語基 185 26 5 5 103 10 6 350(17.0%)
字音語基 2 0 0 0 4a 1 0 43(2.1%)
合計 1,344 148 56 28 371 107 16 2,070(100%)
「和製漢語」は,近 世の蘭学,近 代 の洋学の翻
訳がによてもたらされたものである。その意味で,
既存語に対 して和製漢語は 「新語」である。すべ
て2字 の漢語である。
『哲学字彙』中には蘭学の用語が17語,中 国西
学か らの借用語が5語 含 まれている。のちに取 り
上げる。
この他,音 訳語が43語(2.1%)ある。カタカナ
語が氾濫する現代語か らみると少ない。明治期の
西洋語の受け入れの姿勢が翻訳主義 にあったこと
が明確に示 されている。
元王 一論Monadology
細一JIJMolecule
直接 知識ImmediateImowledge
実形一再現Concreterepresentation
e)他の外 国語 を借 用す る。
日本 よ り一足 先 に開国 した中国 は,日 本が英
学 を移入 しよう と した時 には,す で に 『英華
字典 』が で きてお りTそ の訳語 を 『英和辞典』
に取 り入 れた こ とな ど,日 本 語で は,中 国西
学 の用語 を借 用 す るこ とが行 われた。
6.新たな語基 の生成(和 製漢語)
5.既存語 による語基 の生成
翻訳 とは,外 国語を自国語に置 き換える作業で
ある。その際 に,基本的にはすでにある語(既 存
語)で 置 き換 えるか,ま た新 しい語(新 語)を 造
成 して置き換えるかの二様があろう。
このことを既存語の側か らみると次のことがい
える。
a)その語が どの原語(洋 語)と 対応するか。
その既存語が,あ る洋語 と対応すると訳語に
なる。
b)すでにある語 を他の分野に転用する。
神学Atheism
神道 → キリス ト教
理学Science
朱子学 → 西洋哲学
c)すでにある語に新 しい意味を加えて用いる。
運動Motion
天体の運動 → 身体の運動(=体 操)
→ ある範囲を動 き回る
(=選挙運動)
d)すでにある語 を語基にして,新 たに3字 語,
4字語 を造る。
広義には,既 存語 による語基の生成 も,新 たな
語基の生成に含めてよいであろう(前節5のb,c,
d)。しか し,背後 に既存の語(語 基)が あるのと
ないのでは,自 ず と生成の方法が異なる。本稿で
は,こ の新たな語基の生成(い わば,狭 義の訳語
語基の生成)に よる和製漢語の語基 を中心に論 じ
る。既存語 による語基の生成については,和製漢
語の語基に関わりながら触れることにする。
7、現存 す る和製漢語
幕末か ら明治期 に,多 くの和製漢語が造成 され
たことは知 られている。本資料の 『哲学字彙」の
訳語の中にも,そうした和製漢語が含 まれてお り,
〈表1>が示すように350語(1796)ある。しか し,
短 日時に,し か も 〈哲学用語〉という抽象的な概
念 の訳語 を確定す るのは簡単 なことではなかっ
た。誤訳 も含め,新 たな情報によって訳 し直され
た語 も少 なくない。資料の 『哲学字彙』に限って
いえば,初版(1881・明治14年)の訳語の うち,
新 たに造 られた和製漢語の37.796〈表2>〈表3>
が後に訳 し直 され,初 版の訳語は消滅(廃 語)し
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和製漢語 ・自立 形式 の語基 〈Freeform> 〈表2>
単立(%) 単立・前接(%) 単立・後接(%) 単立・前接後 接(%) 合計(%)
現 存 104(56.8) 20(76.9) 14(93.0) 5(100) 144(62.3)
消 滅 81{43.2) 6(23.1) 1(6.7) 0(0) 87(37.7}
合 計 185(80.1)26(15.6) 15(4.5) 5(2.2) 231(100)
和製漢語 ・結合形式 の語基 〈Boundform> 〈表3>
前接(X711) 後接(%) 前接・後接(%) 合計(%) 単 立 ・結 合 合計Cf)0)
現 存 58×56.3) 6(60.0) 4(66.7) 68(57.1)212(60.6)
消 滅 45(43.7) 4(40.0) 2(33.3) 51(42.9)138(39.4)
合 計 103×86.6) 10(8.4) 6(5.0) 119(100)350(100)
てい る。
どの よ うな語 ・語基 が残 り,ど の よ うな語 ・語
基 が消滅 したので あろ うか。〈現 存す る語 ・語基 〉
と く消 滅 した語 ・語 基 〉に分 けて検 討す る。そ こ
か ら,日本語 の訳語法,造 語法 を指摘 してみ たい。
1自 立 形 式(Freeform?
自立形式 の語基 とは,そ れ 自体 が単独 で語 を形
成 す る と共 に,語 を造 る要素(語 基)と もなる も
のであ る。
この語基 は 『哲学 字彙』 では,① 単立 で用 い ら
れ語基(単 立語 基<F2-free>)②単 立 と複 合語 の
前 部 に用 い られ る語 基(単 立 ・前 接語 基 〈F2-
free-pre>,③単 立 と複合語 の後部 に用 い られる語
基(単 立 ・後接 語 基 〈F2-free-post>),④単立 と
複 合語 の前 部 ・後 部 に用 い られ る語基(単 立 ・前
接 ・後接 語基 〈F2-free_pre-posh>)の4様があ る。
この うち,単 立語基 が80.1%を 占め る。 しか し,
現代 語 と して今 日も残 ってい るの は60.6%で,4
割 が消滅 している ことになる。
は じめ に,こ の現 存語 につい て個 々 にみ てい こ
う。 なお,こ こに は和製漢語 とい う観点か ら 「蘭
学 か ら引 き継い だ和 製漢語」 も含 めてい る。 近世
の蘭学 の訳 語法 が,近 代 の英語 の訳語 法 に どの よ
うに生 か され たか,ま た機 能 しなかったか を確 認
す るため である。
1)単立語基(F2free}
単立語 基 は,も っぱ ら単立 で存在 し,他 の語基
と接続 して複合語 を造 る ことは ない。 ただ し,こ
のことは他の語基 についても同様 であるが,い う
まで もな く,ここで扱 う資料 『哲学字彙』におい
てである。
① 近世蘭学 の和 製漢 語
この単 立語 で現存 す る語 の中 には,蘭 学か ら引
きいた語が6語 含 まれている。
引力 → 引力Attraction
欝憂 → 憂欝Melancholy
元素 → 元素Element
視覚 → 視覚Sight
動力 → 運動 量Moment㎜
溶解 → 分解Decomposition
蘭語 の訳語 をその まま受 け継 いだ もの と,蘭 語
の訳 と英語 の訳 が異 なる 「欝 憂」 「動 力」 「溶解」
があ る。
◆欝憂 → 憂欝
初版 ・再 版 と もに 「馨 憂」,3版 は見 出 し語 か
ら 「欝憂」 を削 除 して いる。 現代 語 との差異 は文
字が転倒 してい る ことである。近世語 か ら近代語
に移行す る際 に,ま た 中国語 を借用 す る際 に もみ
られ る方法で,他 に も用例 多い。
た とえば,近 世語 か ら近代 語へ の移行 でみ られ
る語(注 『英 和対訳 袖珍辞書』 か ら 『英和 字彙』)
計算 → 算計Account
推論 → 論推Analogism
誤謬 → 謬誤Delusion
由来 → 来 由Derivation
乱暴 → 暴乱Distractedly
憂欝 → 欝憂Melancholic
中国語 を借用 す るに際 して,文 字 を転倒 させた
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と考 えられ る語(注,「英華辞典」から 「英和字彙」)
旅行 → 行旅Travel
平和 → 和平Peace
肉筋 → 筋 肉Muscle
互相 → 相互Mutual
などがみ られる。
◆動力 → 運動量
◆溶解 → 分解
2語 と も,現 代語 で は訳 し換 え られてい る。
「動 力」 は,初 版 ・再版 と も 「重 力」(物)で,
物 理学用語 としてい るが,3版 で は 「運動 量」 と
訳 し換 え られてい る。現代 語 は,こ の3版 の 「運
動量」 を採用 した ことになる5)。
「溶 解」 には,現 代 語 で は 〈Dissolution>を当
て 「分解」 には 〈Decomposition>を当て る6)。
2語 に共通 す るのは,語 の履 歴 とで もい うべ き
もの で,実 質的 な内容 に合 わせ た改訳 であ る。 蘭
訳語 か ら英語訳 に限 らず,英 語 訳 で も明治初期 の
訳語 か ら同20年 以降 の訳 語 に こう した現 象 がみ
られる。 と くに,化 学用語,物 理学用 語,天 文学
用語 な どの術語 に多い。
② 近代英学の和製漢語
近代の英学の移入によって造 られた和製漢語 ・
語基 で,現 代語で もそのまま使 われている もの
(現存語)を みる。
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Member
Paradox
Difficult
Mass
Period
Product
Omniscience
Inertia
Expansibility
Characteristic
Motion
Necessary
Taste
Paradise
義務Duty
現実Actuahty
志向Intention
触 覚Touch
需要Demand
洗礼Baptism
存在Existence
妥当Validity
投 票Vote
同化Assimilation
熱心Enthusiasm
比 率Ratio
民法Civillaw
理想Idea1
(104語中28語)
◆逆説Paradox
い まの ところ,本 資料 『哲 学字彙 』が早 い例で
あ る。初 版 ・再版 「逆説」,3版 「逆 理 ・逆説 ・
如 反説 」 とあ り 〈paradox>の訳 語 と して は 「逆
説」 が残 った。
◆全知Omniscience
この語 も本 資料が早 い。初版 ・再版 ・3版 と も
に 「全 知」 を当 て る。 「全 知全 能」 〈omniscient
andomnipotent>は,この時期 には まだ見 え ない
ようで ある。
◆ 埋有'1生Inertia
この語 も,本 資料 の初版 〈inertia>の訳 が早い。
物 理学用 語 として登 録 されてい る。 今 日で も物 理
学 で 「慣性 ・惰力」 と共 に 「惰 性」 が使 われ,さ
らに医学 で も 「惰性 ・無 力(症)・ 緩慢 」 と して
「惰性」 が採用 されてい る。
◆動議Motion
この語,本 資料 よ りす こ し早 い翻 訳小説 『花柳
春話 』(1879)に見 えるとい う。 いず れ に して も,
この時期 に訳語 と して造 られ た和 製漢語 と考 え ら
れ る。r哲 学字 彙』 で は 〈motion>の訳 と して,
初版 「行動 ・動 議(政)」,再版 ・3版 「行動 ・動議
(政)・運動(物)」 を当ててい る。
◆志 向Intention
「志 向」 も(心 の向 か うところ)の 意味 で,中
村 正 直訳 『西 国立志 編 」(1871)に見 え るが,哲
学 用語 の くintention>(意識 が特 定の対 象 に向 け
られ る こ と)の 用 法 は 『哲 学 字彙 』 が 早 い。 初
版 ・再版 「志 向」,3版 「志 向 ・意 向」 とな って
お り,現 代語 では 「意図 ・意 向」 が当て られる。
◆存在Existence
「存 在」 の 第一義 で あ る 〈現 にそ こにあ る 〉意
味 で は,古 く中国の古典 に見 える。 た だ,西 洋哲
学 の用語 〈e)dstence>の訳語 と しての用法 は,本
資 料 の 『哲 学 字彙』 が 早い。 初版 ・再版 ・3版と
もに 「存体 ・存在 ・生物」 で,現 代 語 も踏襲 して
い る。 こ う した古語 の転用 は他 に も見 られ,訳 語
の ひ とつ の方法 と して用 い られた と考 えられる。
◆ 投票Vote
この語 「投票」 は 『英 和字 彙』(1873)に見 え
るが 〈いれふ だ 〉のル ビが付 い ている。初版 ・再
版 ・3版 ともに 「投 票」(政)と なって い る。 ル
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ビがないので 〈いれふだ 〉と読 んだか 〈トウヘ ウ〉
と読 ん だか,ま た 〈トウヒ ョウ〉と読 んだか は判
断 で きない 。 た だ 『公益 熟 語 字 典 』(1873)に
〈トウヘ ウ 〉とあ り 「和英語林 集成 』3版(1886)
に 〈Tohyoトウヘ ウ〉とある ことか ら 『哲学字 彙」
は,初 版(1881)から くトウヘ ウ 〉また 〈トウ ヒ
ョウ〉と読 ん だ可能性 はあ る。
いずれ に して も,こ の 「投票」 は,現 代 語 では
「投 票管理者」 「投 票期 日」 「投 票立会 人」 「投票用
紙」 「投 票 区」 「投 票権 」 「投票 箱」 「投 票率」 「繰
り上 げ投票」 「無 効投票 」 「人気投 票」 な ど多 くの
複 合語 が あ る。 これ らの語 は,「投 票」 が語 基 と
なって,新 た に造 られた語 であ る。
◆ 同化Assimilation
医学 ・植 物 学用 語 と して 『医語 類聚 』(1872)
に 〈assimilation>の訳語 として見 え るが,本 資料
の 『哲 学字彙 』で は,こ れ とは異 なる今 日の哲学
での用 法(本 来 は異 な る,性 質 ・様 態 ・思 想 な ど
が同 じくなるこ と)の 意味 で用い られ てい る。初
版 ・再 版 ・3版 とも 「同化」(生)を登録 している。
◆比 率Ratio
本資料r哲 学字彙 』が早 い例 であ る。初 版 ・再
販 「比 率」(数),3版 「比 ・比 率」(数)と なって
お り,早 い時期 に訳語 が固定 した。
◆ 民法Civil
「民法」 は,津 田真 道 『泰西 国法論 』(1868)に
見 え,比 較 的早 く固定す る。初版 ・再販 ・3版 と
もに 「民法」 になってい る。
この 「民法」だけで な く,こ れ までみて きた
「惰性 ・動議 ・投票 ・同化 ・比率」 などの,い わ
ゆる術語 ・専門語は,一 般語 に比べて固定 しやす
い傾向をもっている。初めは,限 られた仲間のこ
とば的意識が働 くからであろう。一方の,一 般語
は,術 語 に比べて,意 味や意味の背景が広いため
解釈が統一 しづ らく固定するのに時間がかかるよ
うである。しか し,ひとたび流布すると固定する。
また 「逆説 ・志向 ・存在 ・理想」などは,今 日で
は,普 通 に用い られる一般語 になってお り,いず
れ も 『分類語彙表』(初版 ・昭39)にある語であ
るが,明 治期 には専門性の高い術語 として用いら
れた。少 なくても英語,中 国語(漢 語)を 理解で
きる知識層のことばであったと考えられる。
2)単立 ・前接語基{F2-free-pre}
単立 で用い られ る と共 に,3字 語 ・4字 語の前
接語 基 と して も機 能す る語基 であ る。
① 近世蘭学 の和 製漢語
ここで も,先 の単 立語基 と同様,蘭 学 か ら引 き
継 がれた ものが3語 あ る。
・細胞(包)Cell
細包一啓発論Histogeny
細包一化醇一論Histophyly
・衝動 ㎞pulse
衝動一狂癩Impulsiveinsanity
衝動 力Impulsiveforce
・物質Matter
物質一力Physicalforce
◆ 細包Cell
細包一啓 発一論Histogeny
細包一化醇一論Histophyly
「細 胞」 は 「細 包 」 と書 い た。 宇 田 川 椿 庵 が
『植学 啓原』(1833)で蘭語 〈cel>の訳語 に用い た
のが初 出であ る。 この 「細包」 を語基 に,英 語 の
訳語 「(細包)一化醇一論」 「(細胞)一啓発 一論」 を造成
した。 これは 「細 包」 に 〈化 醇論 〉〈啓発論 〉を
後 接 して複 合 語 を造 っ た もの で あ る(「化醇」は
〈evolution>の訳。現在 は 「進化」と訳 し代 えられてい
る)
◆衝動 ㎞pulse
衝動 狂癩Impulsiveinsanity
衝動 力Impulsiveforce
蘭語 「衝 動」 を語 基 とした英 語 の4字訳語 「(衝=
動)一狂癩」,同 じく接尾 辞 「力 」 を付 けた3字 語
「(衝動)一力」 を造成 てい る。前 者は2字 語基 を後
接 した語,後 者は1字 語基 を後接 した複合語 であ
る。
◆物 質Matter
物 質一力Physicalfbrce
蘭語 「物 質」 を語 基 に接尾 辞 「力」 を付 して,
英語の訳語 「物 質一力」 を生成 した。
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② 近代英学 の和 製漢 語
近代 にな って,英 語 の翻訳 によって生 成 された
和 製漢語 をみ る。
・科学Science
科学一修 練
・外延Extension
外延一分量
・蓋然Probable
蓋然。性
・拒否Negation
否定一断定
・肯定Affirmation
肯定一命題/肯 定一名辞
・進 化Evolution
進化論Theoryofevolution
・全称Universal・特称Particular
全称一断定/全 称一名辞
・内包Intension
内包一分量
・派生Derivation
派生一不善/派 生一要素
・煩預Subtlety
煩碩理 学
(16語中10語)
◆ 科学 〈Science>
挫 差一修}糸東Scienti血cculture
初版 ・再版 は 「理 学 ・科学」 となってお り 「理
学」 が 〈science>の訳 語 の初め に置 か れてい る。
それ までは 「理学」 「学」 と訳 されていた。「科学」
は,本 資料 の 『哲学 字彙 』初版 が早 く<science>
の訳 語 と して当 てた6)。これ に加 えて初 版 に 「科
学修練 」 も登 場す る。ただ 「修練 」 は漢 籍の語 で
あ る。 したが って 「科 学修練」 は,新 造 の語 基 と
既存語 基の複合 とい う造語様 式 になる。
この 「科学」 が,3版 になる と,単 立 ・前 接 だ
けで な く,後 接語基 と して も多 くの用例 を挙 げて
い る。
経験 畳堂experiencescience
精神一,.Mentalscience
自然一盤Naturalscience
規範 的..Nomlativescience
実理一盤Positivescience
"_者Scientist
このころか ら 「科学 」 が語 基 となって大量 の複
合語 を造 って いる ことが わかる。現代 語 には,こ
の 「科学」 が,前 接,後 接 の語基 とな った語 が き
わめ て多い。 この ようにみて くる と,明 治期 は和
製漢語 とい う新語 を造成 したとい うよ り,新 しい
〈語 基 〉を生産 した時期 とい うほ うが適切 であ る。
◆外延Extension
姓延一分量Extensivequantity
初 版 ・再版 ・3版 と もに 〈extension>に「延
長 ・広表 ・容性(物)・ 外 延(論)」 を当 て 「外 延」
を論理学 用語 と して いる。そ して 「外 延」 を語基
と して 「外延 分量 」 を挙 げ る。 「外 延」 は,西 周
の 『致知啓 蒙』(1874)に<extension>の訳 語 と
して登場 す るのが初 出で,本 書 『哲 学字彙』 に採
用 れ て普及 す る。
◆ 蓋然Probable
蓋然 一性Probability
初 版 ・再版 は,こ の2語 だけ を挙 げて い るが,
3版 で は,蓋 然 一論probabilism・蓋然 一演 繹
probablededuction・蓋然 一誤差probableerror・
蓋 然一推 論probableinferenceの前接例 を挙 げて
い る。4字 語 は,論 理 学 の用 語 であ る。 「蓋然 」
は,今 の ところ,本 資料 の 『哲学 字彙』 が早い例
であ る。現 在の<probability>の訳 は,哲 学 用語
「慨然」,数学用 語 「確立」 としてい る。
◆拒 否Negation
拒盃 一断定Negativejudgment
「拒否 」 も,こ の期 に訳 語 と して造 られ た和製
漢語 であ る。本資料 『哲学字彙』が早い例で ある。
初版 ・再版 ・3版 とも<negation>に「拒 否 ・否
定 」 を当 て てい る。 なお 〈negative>は「説不
的 ・反面 的」 となってい る。
◆ 肯定Affirmation
宜 定命 題Affirmativeproposition
F定一名 辞Positiveterm
「肯定」 は,西 周 『致知啓蒙』(1874)が,英語
<affirmative>の訳語 と して 「否定」 に対 して用 い
た造 語 であ る。 なお,「否定 」〈negation>も,西
周 『学原 稿本』(1869)の造語 とされて いる。 「否
定 命題 」〈negativeproposition>・「否定命 辞」
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〈negativeterm>が『哲学字彙 』 に見 える。
◆ 進化Evolution
進 化一論Theoryofevolution
この 「進化」 は,日 本 に 「進化論」 を紹 介 した
加藤 弘之の造語 『人権 新説』(1882)といわれ る。
本 資 料で は,初 版 ・再版 は 〈evolution>に「化
醇 ・進化 ・開進」,3版 は 「進化 ・発達 」 を当て
て い る。 「化 醇 」 は 漢 籍 の 語 で,3版 か ら消 え
「進化」 に定着 した。
◆全称Universal
全/r断定UniversaljudgYnent
全/¥一名辞Universalterm
◆特称Particular
特称一断定Particularjudgment
特称一命題Particularproposition
ともに,西 周 『致知啓蒙』(1874)の造語。 「全
称」 を 「特称」〈particular>に対 して用 い た。 「全
称」 は,初 版 ・再版 〈universal>「一統 ・普 遍 ・
全 称(論)」,3版 「一 統 ・普 通 ・全 般 ・全 称
(論)・世界 的」を訳 語 と して い る。 現代 の訳 も,
論 理 学 用 語 と し て 「全 称 的 な ・全 称 命 題
くuniversal>」を挙 げてい る。 「特称」 の方 は,初 版
「特 異 ・特称 」,再版 「特異 ・特称(論)・ 特殊」,
3版 「特 異 ・特 称(論)・ 特 殊 ・特 称 命 題
〈particularproposition>」とな ってい る。現代語訳
も 「特称的 な ・特称命題 」とその まま残 ってい る。
◆ 内包Intension
内包一分量Intensivequantity
「内 包」 が 「外 延」〈extension>に対 す る用法
で,西 周 の 『致知 啓蒙』(1874)に出て くるのが
早 い。 『哲学 字彙』 もこれを継 承す る形 で登録 し,
初 版 ・再版 ・3版 ともに 「内包」(論)を 当ててい
る。現代語 で も,論 理学 では,そ の ままこの語 を
採 用 してい る。 「内包」 は,論 理 学用語 と して早
くか ら定着 した。
◆ 派生Derivation
派生一不善Derivativeevil
派生一要素Derivativefactor
「派 生」 も 『哲 学字彙』 が早い。初版 ・再版 ・3
版 ともに 「派生 ・妾 出 ・由来」 を当て ている。 な
お,こ の うち 「労 出」 だけが,今 日の一般 的 な国
語辞 典で は廃語 になってい るが,漢 籍 に典拠 を も
つ語 であ る。 「派生 」 は,早 くか ら語 基 と しての
機能 も発揮 し,後 接 語基 を従 えて3字 語,4字 語
を生成 して きた。
◆煩項Subtlety
煩珀理 学Scholasticism
「煩 碩」 も明治期 に造 られた和 製漢 語 で,本 資
料 『哲学 字彙』 が早い。初版 ・再版 「煩 珀」,3版
「煩理 ・煩 悉 ・煩密 ・精細 ・伶倒 ・狡 猜」 とな っ
てい る。
ここで挙 げた語は,例 外 を除けば,初 版 ・再
版 ・3版ともそれほど大 きな変動はなく,早い時
期に訳語が定着 している。これは,論 理学 ・哲学
といった分野の専門語が多いことによるだろう。
3)単立 ・後接語基(F2free-post}
単 立で用 い られ る とと もに,後 接語基 となって
4字語 を造 成す る語基 である。
現 存す る語 基 が13あ る。 この うち に,蘭 学か
ら引 き継 がれた語が1語 含 まれ ている。
① 近世蘭学の和製漢語
◆猛 盒Gombination
観 念造 合Combinationofideas
蘭書 『舎密 開宗」(1847)が早 い。明治 に入 り,
洋学 者 に使 われ一般 化 した。 初版 ・再版 ・3版 と
も 「結 合」 「観念 結 合」 を挙 げて い る。 なお 「観
念 」 は,古 くか らの 仏 教 語 で あ るが,西 周 が
〈idea>の訳語 に当 てて,哲 学 上 の新 しい意 味 を
加 え た転用語で あ る。
② 近代英学 の和 製漢語
・厘 困Cause
期成一麗/不 定一厘因
・]i甜呈Premise
小一並 提/大 一前提
・分ゴヒDifferentiation
分化一体形/分 化一体 用
・名避Te㎜
大一名避/絶 対一名避i
・鍾Proposition
肯定 盒題/全 称一盒題
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・OFactor
派生一要 毒/本 来一魅
・理証Certainty
通常一理証/有 形理 証
(13語中7語)
◆厘困Cause
期成一厘 困Efficientcause
不定一厘 困Occasionalcause
西周 『百 一新 論J(1874)の用 語 。その後,洋
学者 に用 い られ,本資 料r哲 学字 彙』初 版(1881),
国語辞典 『言 海』(1886)に登 録 され定着 した。
初版 ・再版 では 「原 因 ・縁 故 ・元 由 ・本源」 を
当て,他 に 「原 因」 を後接語基 に した4字 熟語 が
9語み える。 また,3版 で は4字 熟語が30語 も挙
げ てい る。 さらに,現 代語 で は前接 語基 とした語
(例 「原 因一不明 ・原 因一解 明」 など)も 多 く,語 基
としての機能性 が きわめ て高 い。
◆名避Te㎜
大一名避Majorterm
絶対一狸 達Absolute
本資料 『哲学字 彙』初版 が早 い。 西周 ・井 上哲
次郎 ・中村 正 直 の著 作 に も見 えない よ うであ る。
『哲学 字彙』 は,初 版 「名辞」(論),再版 「語 ・名
辞(論)・ 開期(政)・ 学期」 を当 てる。 また 「名
辞」を後接 にす る4字 熟語が,上 記 に挙 げた他 に,
初版 ・再版28語,3版43語 み える。そ して,こ
れ らの大 部分が現代 語 に受 け継 がれて い る。3版
は,1912(明治45年)に 出て いるので,こ の期
まで に 「名辞」 を用 い る熟語 は,大 部 分で きてい
る と考 えられる。
◆鍾Proposition
肯定一盒題Affirmativeproposition
全称一金題Universalproposition
西 周 『百学 連 環 』(1871頃)が 初 出。 本 資料
r哲学 字彙 』初版 に<proposition>の訳語 と して
取 り入 れ られ固定 した。 この語 も,先 の 「原 因 ・
名辞」 とと もに,語 基 と しての機能性 が高 く 「哲
学字彙jの 初版 に,す で に4字 熟語の後接 語基 に
20例が み える。初版 ・再版 ・3版 「命題(論)」,
ただ し,3版 の熟語 は27語 と増 えて いる。 こ こ
に見 える語 も,そ のほ とん どが現代 語 に残 ってい
る。
◆劉 …Factor
派生一魅Derivativefactor
本 来一魅Originalfactor
この 「要 素」 も,本 資料 『哲学 字彙』初 版が早
い よ うで ある。現代 語 では 「要 素」 は,学 術 用法
(一般語 と して も),法律用 語,数 学用語 とい うよ
うに使 われ る。この うち,学 術が早 くr哲 学字彙』
を典 拠 とす る。 ただ,こ の用法 が確 立 したの は,
明治後期 の3版 の刊行(1912.明治45年)に 近 い
頃 と考 え られる。再版(1884.明治17年)の 出た
頃 は 「元 素 ・原 素」 とともに使 われ た。
主 な もの を確 認 した。 この他 に,こ こに属す る
語 ・語基 は,整 合Consistence/前提Prernise/
断 言Conclusion/偏在Omnipresence/保存
Conservationがある。
4)単立 ・前接 ・後接語基{F2free-pre-post}
この項 に属す るの は5語(語 基)で あ る。 この
うち,蘭 語 か ら受 け継が れた語 が1語 ある。
① 近世 蘭学 の和製漢語
◆感覚Sensation
感覚学Pathology
普有一感覚Caenesthesis
蘭学辞書 『訳鍵』(1805)に「Verstand才能 思
慮 感覚 達 人」 とある。 これが,幕 末 ・明治 初期
の英和 辞典<SensationSense>の訳語 と して引 き
継がれ た。 また,明 治初期 の洋学 者の訳書 や 『明
六雑誌』(1874)に用 い られ,本 資料 『哲学字 彙1
再版(1884.明治17)が 出たあ た りで訳語 と して
固定 した と考 え られ る。
② 近代英学 の和製漢語
概念Concept
原理P血ciple
哲 学Philosophy
動 産Movables
◆ 概 念Begriff/Concept
概 念 一論Conceptualism
相 対 概 念Relativeconception
<Begriff>はド イ ツ語 。 西 周 が 『致 知 啓 蒙 』
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(1874)で〈notion>を「概念」 と訳 したのが早い。
『哲 学 字彙 』初版 ・再版 は 〈Begriff>〈Concept>
に 「概念」 を当 てる。 また,前 接 の3字 語 と して
「概 念一力Conception/概念一論Concep-tualism」
が,後 接 の4字 語 と して 「錯謬 一概 念Complex
conception/幽隠一概念heuristicconception/明
顕一概念Ostensiveconception/確実一概念Positive
conception/折服一概念Privativeconception/相
対一概 念Relativeconception」が見 える。3版 で
は,ド イッ語 訳 に 「概念一発達Begriff」が,英 語
訳 に新 たに 「混合概 念Mixedconcept/純粋一概念」
が加 わ り,「錯 　 (→複雑)一概 念/折 服(→ 欠
損)一概念」 が,そ れぞれ訳 し直 されてい る。(→)
訳 し直された語
◆歴 里Principle
厘理 一学Archelogy
ITT`y里一統一Universalprinciple
西周 「知説」(『明六雑誌』22号1875)の用語 。
『哲 学字彙 』初版 ・再版 〈Princip玉e>の訳語 とし
て 「道 ・原理 ・主義」 と登録 されて いるが,明 治
30年以前 は用例 が他 にない ようであ る。 ただ,3
版 になる と 「原 理」 を後接語基 とす る4字 語 「厘
理 一原則P血1ciple/根本一風 理Fundamentalprin-
ciple/内包 的一原 理Immanentprinciple/主要一厘
Leadingprinciple/先験 厘理Trans-cendental
principle/一統一厘 理Universaユprinciple」な ど12
語 も見え る。3版 が刊行 された1912(明治45年)
頃に は 「原理 」 は 〈principle>の訳語 と して,ま
た4字 語 の語 基 として も確立 してい た と考 えられ
る。
◆盤Philosophy
遅 差一士Philosopher
思弁一哲堂Speculativephilosophy
「哲 学」 につ い ては,す で に報 告 した こ とが あ
り,簡 単 に触 れ るにとどめ る8)。「哲学」の初 出 は,
西 周 『百 一新論 』(1874)とされ る。 なお,儒 学
の用 語 に 「希哲堂 」 が あ り,こ れ を中 国西 学 が
〈Philosophy>の訳語 と して転 用 した ものが 日本
語 に入 り,さ らに これ を変形(「 希」 の省 略)を
経 て 「哲学」 と した。
『哲 学字 彙」 の 初版 ・再版 は 「哲学 」 の他,以
下の4字 熟語 を載せ てい る。
独 断一哲学Dogmaticphilosophy
経練一哲学experiencephilosophy
実験 哲学Positivephilosophy
実践一哲学Practicalphilosophy
思 弁一哲学Speculativeph皿osophy
総 合一哲学Syntheticphilosophy
思 考一哲学Theoreticalphilosophy
超 絶一哲学Transcendentalphilosophy
た だ,〈Philosophy>を「理 学」 とす る語 も見
られる。
批 評理 学Criticalphilosophy
実践理 学Practicalphilosophy
懐 疑 理学Scepticalphilosophy
こう した語が9語 あ る。 しか し,3版 で は 「理
学」 は姿 を消 し 「哲 学」 を語基 とす る3字 語,4
字語 が30語 にお よぶ。
◆動産Movables
聾 性Immutability
不一動産 ㎞movables
大井健 太郎訳 『仏 国政典』(1873)に見 え る と
い う。その後,訳 書 に散 在 し,明 治29年(1896)
の 「民 法」 に使 わ れ てい る。 一 方 「不 動 産」 は
「講学 余 談 』(1877)が早い ようで ある。 上 記 の
「民 法」 に も見 える。
本資料 『哲学字 彙』 は,初 版 ・再版 ・3版 とも
に 「〈movables>動産(法)」 「〈㎞movables>不動
産(法)」 と同 じであ る。訳語 と して は,と もに早
くか ら固定 していた と考 え られる。
ll結合 形 式{Boundform》
結合形 式の語基 とは,単 立で用 い られ るこ とな
く,3字 語,4字 語,5字 語,ま たそれ以上 の熟
語の 要素 と して用 い られる語基 の ことで ある。 こ
の語 基 に は,『哲 学字 彙』 にお いて,3字 以上 の
語の①前 部の み に用 い られ る語基(前 接語基 〈B-
pre>),②後 部 のみ に用 い られ る後 基(後 接語 基
〈B-post>),③前 部 ・後部 の両 方 に用 い られ る語
基(前 接 ・後接語基 くB-pre-post>)の3様があ る。
3つ の うち,① 前 接語 基が,も っ と も多 く55語
基 ある。他 は,② 後接語基4③ 前接 ・後接4語
基で ある。
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5)前接 語 基(B2-pre)
② 近 世蘭学の和製漢語
蘭語 か ら英語 訳 に引 き継 が れた前接 語基 が3語
含 まれている。
還元一法Reduction
有機一体Organism
固定一資本Fixedcapitaユ
◆逝 一法Reduction
蘭書 『舎密 開宗』(1847)に<Reductie>の訳 語
レ ダ ク チ オ
と して用 い られた。 また 〈列儒苦 知阿 〉「還 元法」
と訳 した。 中国語 で は 「提 煉 ・提 浄実 ・復原」 な
どが見 えるが 「還元」 はない。蘭学 が もた ら した
和製 漢語 とい うこ とに なる。 『慶 応再 版英 和対 訳
辞書』(1867)や『理化 新説」(1869)に見 え,早
くか ら英語 の訳語 と して固定 した と考 え られる。
◆査 機一体Organism
査 機一体一論Biogeny
査機一体 一化 醇論Phylogeny
査 匿一体一啓発一論Ontogeny
「有 機」 を語基 に した熟 語が4語 登 録 されて い
る。 「有機 」 は,三 崎 輔訳 『舎 密 局 開講 之 謝
(1869,蘭人 ・ハ ラ タマの 講演録 の訳)が 早 い よ
うで あ る。 「有機 体」 の方は 『英和 字彙』(1873)
〈Organicbodies>の訳 が早い。現代語 では 「有機」
を語基 と した3字 語,4字 語 が大量 に見 られ,高
い造語機能 を もってい る。
◆固定 一資本Fixedcapital
「固定 」蘭書 『舎密 開宗』(1847)の用語 。「資
本」 は,古 く漢書 に見 えるが 〈もと,も とで 〉の
意味,こ れ を 『哲学字彙 』初版 が<capital>の訳
語 と して採用 した。(『日本国語大辞典』「資本」の項
く語誌〉)
蘭語 の語 に漢書の語 の意味 を転用 して組 み合 わ
せ4字 熟語 を造成 した例。和製漢語 の造 成法の一
つで ある。
② 近代英学 の和製漢語
感受ノ性Susceptibility
慣用一法Commonlaw
活カ 論ーVitalism
共産論Communism
睡眠一術Hypnotism
受動一的Passive
説不一的Negative
創世一記Genesis
統計一学Statistics
反省一力Reflectivepower
福 音書Gospel
唯神 一論Spiritualism
唯物 一論Materialism
圧政一政 治Despoticgove㎜ent
独 裁一政 治Autocracy
立憲一政 治Constitutionalgovernment
確 実一概念Positiveconception
教会一律 令Ecclesiasticallaw
主我 一発動Srlf-regardingact
資料虚 偽Materialfallacy
(55語中20語)
◇ 盛受一性Susceptibihty
「感 受性」 は 『哲 学字 彙』初版(1881)が早 い。
3版 で は 〈Susceptibility>に「易感性」 も加 わる
が,こ の方 は廃 語 にな ってい る。 なお,1880代
の終 わ りになる と 「感受 」 も現 れ,単 立語 に もな
るが,現 代 語 では,こ の 「感受性」 以外 に合成語
はない ようである。
◆鯉 一法Commonlaw
この 「慣用 法」 も 『哲 学字彙Jが 早 く,そ の後
に 「慣用 」が現 れ る ようで ある。 この方 は 「慣用
音」 「慣 用句」 「慣 用手 段」 「慣 用読 」 な どが 現代
語 にみえる。語基 と しての機能性 が高い。
◆去産論Communism
現 代 語 で は 「共 産 主 義 」 で 固 定 され て い る 。
「共産論」 か ら 「共産主義」へ の改訳 は明治10年
代 の 中 ごろ(1886『仏 和法 律 字彙 』 が初 出 ・注
『日国大 』)の ようで ある。 なお 「共産」 が単 立で
用い られるのは1900年代 に入 って か らである。3
版 の訳 には 「共産主義」 と共 に 「共有 主義」 も見
える。 この 「共産」 に も多 くの合成語が ある。
◆受動 一的Passive
「受動 」 が 「能動 」 の対義 語 と して単立 で用 い
られ るの は 「能動 」 と共 に,本 資料 よ り 『小 学 日
本文典』(1874)の方が早 い。た だ,こ の 「受動 」
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の派生語 「受動的」 は,本 資料の 『哲学字彙』初
版 が早い。 また 「受動」の派生語 は 「受動者」
「受動性」「受動態」のように例があるが,現 代語
には2字 漢字の語基が連 なる複合語(注,複 合語
の定義)は 見当た らない。3版 には 「受動的」に
加 えて 「受感的」がみえるが,こ の方は現代語で
は廃語になっている。
◆唯物一論Materialism
対義語の 「唯神一論」<Spirituahsm>と共に 『哲
学字彙』初版が早い。ただ,こ の両語が一般化す
るのは1890に入ってからの ようである。3版 に
は 「物質論」 もみえるが,こ の方は一般化 しなか
った。
以上,3字 語のうち結合形式の和製漢語の主な
ものをみてきたが,特 徴 的なのは,2字 語基が先
にあってそれに接尾辞が付いて3字 語が生成 され
るのが普通であるが,そ うではなく,初めに3字
語ができ,後 に接尾辞が取れて2字 の単立語(単
立語基)が で きる とい う経過を とることである。
今,見 た 「感受性」「慣用法」「共産論」「受動的」
「唯物論」 のすべてが,こ の方式のによるもので
あった。明治初期の訳語法のひとつ として特記で
きるのではないか。
次 に4字 語をみてみよう。前部の2字 語が新た
に生成 された和製語基である。
◆独裁政 治Autocracy
「独裁」が 日本語に登場するのは1860年代の終
わ り頃で,本 資料の 『哲学字彙』初版(1881)の
出た前後には,単 立語で も洋学者の文章 に散在す
る。ただ 「独裁政治」の4字 語で見えるのは本資
料が早い。
◆主我発動Self-regardingact
「主我」が単立で登場するのは1890年代の終わ
り頃である。この 「主我発動」が本資料 に見える
10年近 く後のことである。「主我一発動」が先に現
れ,後 に 「主我」が単立語 として用いられるよう
になったと考えられる。ただ,本 資料の2版,3
版か ら 「主我発動」 は消 え,現 代語 に も見 えな
い。
◆立 患政治Constitutionalgoverrunent
「立憲」 は,福沢諭 吉訳 『英 国議事 院談』(1969)
に登場す るのが早 い よ うである。本資料 初版が 出
た頃は 「立憲」が単立で固定 していたと考 えられ
る。「立憲政治」が登場するのはその後である。
4字 の和製漢語 も,3字 の和製漢語 と同様,4
字語が登場 した後,前 部の2字 語基が独立 して単
立語が生成される例が見える。
以 上,結 合形 式 の うち前接 語基 〈Bper>58語
の主 な もの を見 て きたが,こ こで扱 う残 りの,後
接 後基 〈B.post>4語,前接 ・後 接後 基 〈B.pur-
post>4語については,少 数 なので総 括 して示す。
6)後接 語 基{B2-post}
加 爾 多 一麹 丞Cartesianism(現代 訳,デ カル
ト)
世 界 一1駐区Cosmography
一 夫 一多 妻Polygamy
一 妻 一多 去Polyandry
(4語中4語)
◆加 爾多一教 派Cartesianism
「教 派」 は,中 村 正直訳 『西 国立志 編』(1871)
や福 沢諭 吉 『文 明之概 略』(1875)に出て くるの
が 早い。 この期 に訳語 によって造 られた和 製漢語
と考 え られ る。 なお,参 考 まで に 「加 爾 多」 は
〈デ カル ト〉の ことであ る。現代 語 で は 〈デ カル
ト学 派 〉とい うこ とになる。
7)前接 ・後 接 語 基(B2-pre-post》
・偶直 一虚 偽Fa皿acyofaccident
偶直 一定 義Accidentaldefuution
韮堕 イ生Accident
畳 査 一力Incidentforce
可 離=.Separableaccident
不 可 離 一偶直Inseparableaccident
・/J一智 識RepresentaUve㎞owledge
!J力Representativepower
虚 形 一Y-Abstractrepresentation
実 形 一醒Concreterepresentation
・直 覚 一知識Intuitiveknowledge
直 覚 一力Anschauung/lntuition
工直≧覚 一白勺Noetic
総 念 一直,-t.Intuitivenotion
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・表 盟 一知 識Presentative㎞owledge
表 里一力Presentativepower
表 班 一的Presentative
灼 著 一表 里Clearpresentation
(4語中4語)
◆髄 一虚偽Fa皿acyofaccident
髄 」性Accident
可離一昼 宜Separableaccident
この 「偶有」 は本 資料 『哲学字彙 』初版 が早 い。
ただ,現 代語 で は 「偶 有性」 はあ る ものの 「偶有
虚偽 」や 「可離偶有」 は見 えない。
◆再現一知識Representativelatowledge
再現一力Representativepower
実形一再 現Concreterepresentation
「再 現 」 は,本 資 料 「哲 学 字 彙j初 版 が早 い。
その後,多 くの複 合語 を生成 し,今 日で は基本語
彙 として用 い られ る。
◆直覚一知識1血tuitive㎞owledge
直覚一力Anschauung/Intuition
総念 直覚
「直 覚」 は,西 周 『致 知啓蒙』(1874)が早 い よ
うであ る。 ただ,現 代 語 では,哲 学 用語 として は
「直 観」,一般 用語 としは 「直感」 が用 い られる。
その ため 「直覚」 は,あ まり発展 しなか った。
後接語基 〈B.post>
◆世界一現状Cosmography
「現状」 が単立語で現 れるのは,明 治20年 代 の
よ うであ る。本資 料の 「世界 現状」 は結合形 式の
複合語 であ るが 「現状」 の使 用 の早 い例 と考 え ら
れ る。
8}廃語 となった和製漢語
見て きたように 『哲学字彙』 には,こ の期 に造
られた多 くの和製漢語が含 まれている。 しか し,
それらの語のすべ てが現代語 として残っているわ
けではない。以下で,そ うした現代 は消滅 してし
まった語を検討する。近代 日本語の訳語法,造 語
法を明らかにするために重要である。
① 『日本 国語大辞典』 に登録 されているが,
一般の国語辞典にはな く,英和辞典 では訳
し代えられている語
ここで扱 う語は 『哲学字彙』の訳語で,現 代 は
r日本国語大辞典』(2版)には登録 されているが,
一般の国語辞典には見えず,ま た英和辞典では訳
し代 えられている語がある。
『日本 国語大辞典』は,現 代 では消滅 した語で
も過去の文献 の解読に役立つ よう配慮 されてお
り,現代 は消滅 した語でも主なものは登録 してい
る。その点,一 般の国語辞典,及 び英和辞典は現
代語 に限っている。 したがって,明 治初期の一時
期 『哲学字彙』 に登録 された ものの,生 き残れな
かった語である。
実質的な内容 に沿わなかった訳語,誤 訳の訂正
など,内容 に起因する訳 し代 えや,あ るいは 日本
語の語法や難解過 ぎる漢字に起因する理由で訳 し
替えられたと考 えられる。この点についても触 れ
て議論を進めてゆきたい。
1自 立 形 式(Freeform}
1)単立語基{F2-free3
炎情(→ 熱 中)Enthusiasm
覚性(→ 感覚)Sense
函数(→ 関数)Function
帰無(→ 絶滅)Annihilation
強 圧(→ 威圧)Coercion
驚慌(→ 恐慌)Panic
敬体(→ 挨拶)salutation
現 示(→ 暴露)Revelation
工銀(→ 賃 金)Wages
公 準(→ 公理)Postulate
時例(→ 場 合)Case
星学(→ 天文学)Astronomy
静 学(→ 静 力学)Statics
性 法(→ 自然 法)Naturallaw
存体(→ 存在)Existence
定 知(→ 確信)Certainty
適 格(→ 資格)Qual血cation
藩民(→ 野 蛮人)Savage
遍通(→ 充満)Pervasion
弁破(→ 論破)Refutation
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容 性(→ 伸 張)E)tension
予 察(→ 仮 定)Presumption
力行(→ 実行)Practice
(80語中23語)
◆ 炎情 〈Enthusiasm>→熱 中
両 者 と も心 の作 用 で あ り,「炎」 は 「熱」 に通
ず る。 ただ,再 版 では 「熱心 ・炎情」 の順 で登録
され,3版 で は 「熱心 ・熱情 ・炎情 」 の順 となっ
て 「炎情 」 は残 っているが<enthusiasm>の第1
義 ではな くなって いる。
◆ 覚性 〈Sense>→感覚
「覚性 」 は,本 資料 『哲 学字 彙』 の訳 語 で,そ
の 後 の使 用例 はあ ま りない。 「感覚 」 に取 って代
わ られ る と共 に,現 代 は カ タカナ に変換 され 「セ
ンス」 が盛 んに使 われる。
◆ 函数 〈unction>→関数
「函 数」 も 『哲 学 字 彙 』 が 早 い。 初 版 ・再 版
「作用 ・官 能 ・函数(数)」,3版 「機 能 ・官能 ・作
用 ・函 数(数)」 とな ってお り,数 学用 語 と して
早 くか ら固定 して いる。最 近 は 「関数」 と書 く。
◆ 帰無 〈Annihilation>→全滅 ・絶 滅
再 版 ・3版で は 「絶滅 ・帰無 ・寂滅」 の順序 に
なる。現代語 で は 「帰無 仮説」 しか な く,「帰無 」
が 単立 で使 わ れ るこ とは ない。 「無 二帰 ス」 で は
名 詞+動 詞 〈N-V>を基 本 とす る 日本 語 の構造 に
はな じまないので あろ う。
◆ 強圧 〈Coercion>→威圧
◆ 驚慌 〈Panic>→恐慌
いず れ も現代 の訳 で は,前 部の文字 が入 れ替 わ
り,強 調化 され てい る。
◆ 敬体 〈Salutation>→挨拶
「敬体 」 今 は 〈丁寧 な表現様 式 〉の 意味 で しか
使 わ ない。初版 ・再版 「敬 体 ・?節」,3版 で は こ
れ に現代 の英和辞典 の訳 と同 じ 「挨拶」が加 わ る。
明治 後期 に 〈salutation>の訳 語 と して 「挨 拶 」
が固定 された もの と考 えられる。
◆ 工銀<Wages>→賃金
「工 銀」 の 早 い 例 は,中 村 正 真 訳 『西 国立 志
(1870)に見 え るが,そ の後 の使 用例 は 『哲 学字
彙 』以下 で はあ ま りない。現代 の英和 辞典,及 び
一般 の国語辞典 に 「工銀 」は見 えな くなってい る。
「工銀 」 は中 国語 の 「工作 」(「労働 」 の意味)か
らきた ものか 。再 版 も 「工銀 」で初版 と同 じだが,
3版 で は 「労 銀 ・賃 金」 とな り 「賃金」 が登場 す
る。<wages>の「工銀」 か ら 「賃金」への訳語 の
変更 は,明 治 の後期 と考 え られ る。
◆公準 〈Postulate>→公理
本資料 『哲 学字彙 』が早 い。次 いで,今 井恒郎
訳 『哲 学 階梯 』(1887)にも見 えて,訳 語 で論理
学 ・数 学用 語 と して登 録 され てい る。 初版 ・再
版 ・3版 ともに 「公準」 で,現 代 の 「公 理」 の訳
は見 えない。
「公 理」 そ の もの は,室 町 の和書 に用例 が あ る
が,論 理学 ・数学 の術 語 としての用法 は,本 資料
の 『哲学 字彙』3版(1912)以後 で,大 正期 に入
ってか らであ ろ う。訳 語の生 成法 としては,既 存
語 に新 しい意 味 を付 加 して用 い る転 用 の 例 にな
る。
◆ 時例<Case>→事例
英和辞 典での 〈case>の第一義 は 「場 合」 で和
語 であ るが 「事例」 も見 える。 「時例」 の用 例 は,
本 資 料 以外 に見 つ か らない よ うで あ る。 一方 の
「事 例 」 は古 い漢籍 の語 で,和 書 で も古 くか ら見
え る。初版 ・再版 「時例 ・情景 ・形勢」,3版 「時
例 ・案 件 ・事 件 ・情 景 ・形 勢 ・境遇 ・転 機 ・場
合」 とあ る。3版 に 「場合」(混種語)が 見 えるの
が注 目されるが,現 代語 の 「事例」 は見 えない。
「時例」 は くその時々の例 〉で意味 が狭 くなる。
「事例 」 は く時 々 〉の制 約が はず れ広 く用 い られ
よう。 この例 も,先 の 「公準」 か ら 「公 理」 へ の
転 換 と同 じ訳 語生 成の経過 をた ど り,そ の時期 も
大正期 になる ようであ る。
◆星学 〈Astronomy>→天 文学
「星学」 は蘭学 の語彙 で 『訳 鍵』(1810)に蘭語
<starrekijker>の訳語 として見 える。そ の後 『英
和対訳 辞書 』(1862)や,村田文 夫 の 『西洋 見 聞
録』(1871)で,英語 〈astronomy>の訳 語 として
「星学」が用 い られた。
初版 ・再版 「星学」,3版 「星学 ・天文学」 で,
現代 の 「天文学」 が当 て られて いる。 なお,こ の
3版 〔1912)より早 く,知足 蹄 原 子 『布 令 弁 』
(1868-72)に〈星学 セ イガク テ ンモ ンガク 〉
とあ る。 なお 『言 海 』(1886)は,まだ 「星 学」
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であ る。
◆ 「静学」(Statics)→「静力 学」,
西周 が 『百学連 環』(1871)で〈statics>の訳 語
と して用 い た。 これ を本資 料の 『哲学 字彙』 初版
が<statics>「静状 論(世)・ 静 学(物)」 として
登 録 した。 「星学 家 ・星学者」の3字 語 もあ った。
なお,現 代 語 で 〈経済学 〉が用 いる 「静学」 は別
個 な もので あ る。 この<statics>の訳 も,現 代 は
「静 力 学」 と訳 し替 え られ て い る。 再 版 「静 状
論 ・静学」,3版 「静学 」 となってお り,3版 で は
「静状 論」 が消 えてい る。
しか し,現 代 語 の 「静 力 学」 は 出 て こ ない 。
「静状 」「静状 論」 ともに 『日本 国語 大辞典』(2版)
に も見 え ない。 「静 力学」 の早 い例 は,野 村竜 太
郎 の 『工学 字彙』(1886)であ るか ら 『哲学 字彙 』
の再版(1884)の後 とい うことになる。
◆性 法 〈Lawofnature>→自然法
「性 法」 は,西 周 『万 国公法 』(1868)が早 い。
また,神 田孝 平 に 『性 法略』(1871)の書 名 の訳
書 が あ る。 『哲 学 字 彙 』 で は,初 版 ・再 版r性
法 ・万有 法」,3版 「性 法 ・万有 法 ・自然 法」 と
なってお り,3版 に現代 訳 の 「自然法」 が登場 す
る。 明治期 には<nature>に「本性 ・性」 を当 て
てお り 「性 法」 の 「性」 は 「自然」 の意 と解 釈で
きる。 ただ 「性 法」 は 「哲学 字彙』 は3版 まで登
録 してい るが,他 の用 例 では,明 治10年 以前 の
訳書 に見 えるだけで,洋 学 者の一 部 に しか通 用 し
てい なか ったの で はない か。 「自然 法」 の登場 に
よって廃語 に なったと考 え られ る。
◆存体 〈Existence>→存 在
「存体 」 は,本 資料 『哲 学字彙』 初版が 早いが,
他 に用例 が あ ま りない。 また,現 代 の一般 の国語
辞典,英 和 辞典 の 〈existence>の訳語 中 にも 「存
体 」 は見 え ない 。 『哲 学 字 彙 』 で は,初 版 ・再
版 ・3版 とも 「存体 ・存在 ・生物」 を当ててい る。
しか し,「存体 」 は,洋 学 者 の一部 で用 い られ た
が,明 治の後期 には 「存在」 が勢 力 を もつ ように
な り,「存体」 は消滅 した もの と考 え られ る。
◆ 藩民 〈Savage>→野 蛮人
〈savage>の名詞用 法 は,野 蛮 人 ・未 開人 ・無
作法 者 な どで あ る。 人間理解 とい うい う意味 で時
代 性 を感 じる。3版 は 「藩民 ・野 蛮入」 となって
い る。
◆容性<Extension>→伸 張
「容性」 は,明 治6年 の 『小 学読本J(1873)に
〈容積 は充性,又 容 性 と称 す 〉 と出て くる。『哲学
字彙 』 で は 〈extension>の訳語 と して,初 版 ・
再 版 ・3版 と もに 「延長 ・広*・ 容 性(物 〉 ・外
延(論)」 を当ててい る。「容性」 は,物 理 学用語
とな ってい る。 「外 延」 は,現 代 で も論 理学用 語
として用 い られ るが,「容性 」 の方 は国語 辞典 に
も英和辞典 も見 えない。
以上は,『哲学字彙』の訳語のうち,現代語で
は,一 般の国語辞典には見 えず,英 和辞典の訳語
としても訳 し代えられているものである。初版に
現代語訳が見える場合 もあるが,3版 になると,
さらにその数が増 えることがわかる。『哲学字彙』
の訳語は,哲 学用語にとどまらず,広 く理系の用
語 も含む術語集である。 しか も,初版 ・再版 ・3
版 と,近代語の成立を目指す激動の時期の訳語の
成長,発 展の過程を見ることができる。
2>単立 ・前 接 語 基{F2-free-pre)
・亘掴 三Positive
豆麺』三一白勺Affirmative
・定匪亘Predest血ation
説 正 一論Determinism
・普i宜Common
葺 査 一感 覚Caenesthesis
髄 一名 辞Commonterm
普 直 牲Community
・想 老Hypothesis
想孟 一哲 学heoreticalphilosophy
(7語中4語)
◆説 正<Positive>→肯定
遡 三一的Affirmative
〈肯 定 〉 の 意 味 で 本 資 料 『哲 学 字 彙 』 が
〈positive>の訳 語 に用 い た の が 早 い 。〈説 不 〉
(「肯 定」 の 意)と対 義語 にな ってい る。 共 に,現
代 の一般 の国語 辞典 には見 えない。
初 版 「説 正 ・正 面 」,再 版 ・3版 「説 正 ・正
面 ・陽状」。3版 まで 「説正」 が 見 え る。哲 学 用
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語用語 としての現代訳 は 〈実証 的 〉が 一般 的で あ
ろ う。ち なみ に くaffirmative)は,論理 学で は 「肯
定 ・命題」 と訳 される。
◆定道 〈Predestination>→運命
定道 一論Deterrnirusm
「定 道」 は,本 資 料 『哲 学 字 彙 』 が 早 い 。初
版 ・再版 「定 道」,3版 「定 命 ・預 定」 とな り,3
版 で は 「定 道 」 が消 えて い る。 現代 語 で は 「運
命 ・宿 命 」 と訳 され る 。 ま た 「定 道 論 」 の
〈determinism>も哲学 で 「決定論」 と訳 され,現
代 の国語 辞典か ら 「定 道」 は消滅 している。
◆髄<Common>→ 共有
.豊査 一感覚Caenesthesis
=.一名辞Commonterm
髄 一性Community
この 「普有 」 は 『日本 国語 大辞典 』 を除 け ば,
現代 で は国語辞 典 も英和 辞典 も登 録 して い ない。
本資 料 『哲学 字彙』以外 の使用 例 も,ほ とん ど見
当た らない ようで あ る。 ただ,こ の 「普有 」 の語
基 と しての機能 は高 かった ようである。
獄 の 〈common>の訳 は 「共通 の ・共有 の」
が基 本で あ る。初版 ・再版 「普有 ・平 凡 ・尋常 ・
普 通」 で,3版 で は これ に 「共通」 が加 わ った。
この うちか ら 「普有」 が消 えたこ とになる。
◆想孟 〈Hypothesis>→仮定
想圭 一哲学Theoreticalphilosophy
本資料 の 『哲学 字彙』 の用語 。他 に用例が見 つ
か らない ようである。初版 ・再 版 「憶 説 ・想考 ・
意 見 ・立 論」,3版 「憶 説 ・臆断 ・想考 ・意見 ・
立 論 ・仮 説 ・憶料 ・憶 度 ・意度 ・憶想 ・仮定」 と
多 くの語 が追加 されてい る。その 中 に,現 代 の第
一義 の訳 語 「仮 説」(仮 定)が 見 える。 こう した
中で 「想 考」 は,現 代 で は国語 辞典 に も英和 辞典
の訳語 と して も使 われ な くな ってい る。 また,熟
語 「想考哲学」 も見 えない。
3)単 立 ・後 接{F2-free-post)
◆ 理 証 〈Certajnty>→確 実
直接 一理 証Immediatecertainty
間接 一理 証Mediatecertainty
無 形 理 証Metaphysicalcertainty
通 常 理 証Moralcertainty
『哲学字 彙』初版 ・再版 は 「的質 ・切 当 ・定 知」
と共 に 「理 証」 を訳 語 と し登 録 して い る。 また,
3版 はこれに 「確 実 ・的確 ・的実」 の3語 を加 え
てい る。それ と共 に3版 まで 「直接理証」 以下の
「理証」 を後接語基 とする5語 の複 合語が見 える。
た だ,こ の 「理 証」 は,本 資料 「哲 学字彙』 を
初 出 とす る もの の,そ の後 は使 われずr現 代語 で
は廃語 となってい る。
現代語 は 〈Certainty>の訳 として 「確実 ・確 信」
を当 てる。
4)単 立 ・前 接 ・後 接(F2-free-pre-post)
該 当す る語 基 な し
ll結合 形 式(Boundform)
5)前接 語 基(B2-free-pre)
査 接 一的Conjunctive(→接 合)
殺 滅 一法Elinunation(→消 去 法)
謹 　 一的Negative(→ 否 定 的 な)
越 一力Perfection(→完 成)
督 劃 一系Regulatingsystem(→支 配 体 制)
劃」yl'a.一法P rtition(→分 割 法)
蟷 一論Sensualism(→ 官 能 主 義)
」唯 理 一論Naturalism・(→自然 主 義)
翌 一力Anticipation(→予 想)
盒 動 一作 用Idio-motoraction
餐 宜 一断 定Affirmativejudgment
(17語中11語)
◆合 接一的 〈Conjunctive>→接合
『哲 学 字彙』 初版 の語 で く論理 学 〉用 語 と して
登 録 して い る。〈離 接 〉の 対 義 語 。現 代 語 で は
〈接 合 〉 を当 て る。 文 字 の転 倒 。 二 つ の 命題 を
「かつ」 で結 んで得 られ る二 つ 目の命 題 をい う。
(『日本 国語大 辞典 』2版 「接合」 の項参 照)
◆盤滅一法 〈Elirrtination>→消去法
〈数学 〉用語 と してい る。現代語 で は く消去法 〉
◆e1一的 〈negative>→否定 的 な
『哲 学字彙』 初版 が早 い。 「説不 的 ・反面 的」 を
当 て る 。一 方 〈Positive>に「説 正 ・正 面 」 を
〈Affrmative>に「説 正的 ・正面的」 を当ている。
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◆全 成一法 〈Perfection>→完成
◆i一 系 〈Regulatingsystem>→支配(体 制)
◆劃 盟一法 〈Partatiom>→分割法
「全 成」 は 「完 成」 に,「督制 」 は 「支 配」 に,
「剖 開」 は 「分 割」 に,そ れぞ れ現代語 は訳 し代
え られ てい る。 「完 成」 は近代 の 和製 漢語 の よう
だが,「支 配」 「分割 」 は古 くか ら漢籍 に見 える。
新 語が既存語 と競合 す る と既 存語が残 る傾 向があ
る ようで ある。
◆唯 覚一論 〈Sensuahsm>→感 覚論
◆唯 理一論 〈Naturalism>→自然 主義
「唯 」 を冠す 語基 は多 いが,そ の大 部分 は仏 教
語 の ようであ る。 明治初期 の訳 語,と くに哲学 の
分野の訳語 に,こ れ に習 った訳 語が み える。上 記
の 「唯 覚」 「唯 理」 もその例 で あ るが,現 代 語 で
は訳 し代 え られてい る。
◆翌 一力 〈Anticipation>→予想
「現 代語 の辞 書が登 録 してい る 「予科 」 は,学
校 の予 備課 程 の意味 で,英 語 〈Anticipation>の
訳 には 「予想 ・予期」 が 当て られ る。訳 し替 え ら
れた用例 になる。
◆念 動一作 用Idio-motoraction
前部 の語基 「念動 」 は 『哲 学字彙 』初版 の用語
であ る。 念力 に よって物 を動 かす意 。 しか し,そ
の後 は,国 語 辞典,英 和辞典 に登 録 され るこ とな
く廃語 になった。
◆査 宜一断定Affirmativejudgment
前部 の 「容肯」 が 『日本 国語 大辞 典』2版 に登
録 されてい る もの,他 の一般 の国語 辞典,英 和辞
典 に登 録 され る こ とな く現代 語 か ら消滅 して い
る。 この語基 も 『哲学 字彙』 が早い。現代 語 は肯
定(断 定)を 当 てる。
6)後接 語基(B2-post)
不信一撞 致Atheism無 神論 ・不 信心
自然一挫教Deism理 神論 ・自然神 論
万有一盤Pantheism汎 神論 ・多神教
唯一一一盈 致Unitarianism唯一神教
後部の語基 「神教」が,現 代語では消滅 してい
る。ただし,英和辞典 には 「唯一神教」の熟語で
残っている。中村正直 『西国立志編1(1871)が
早い ようである。宗教一般 を指 した。
7)前接 ・後接 語基{B2-pre-post》
該 当す る語基 な し
② すべての辞書から消滅 した語基
ここでは 『日本国語大辞典』(2版)を 含む現
代語辞典 に,ま た英和辞典 にも見つけることので
きない,現 代では消滅 して しまった語基(廃 語)
を検討する。 これまで見て きた現存語 と異 なる点
は,そ の大部分が 『哲学字彙』 を典拠 としている
ことである。対象 とす る語は,先 の く表2>で 示
したように自立形式の語基87,結 合形式の語基
51,合計138語基ある。
主なものを示す。
1自 立 形 式(Freeform)
1》単 立 語 基(F2-free)
(*カ ッコ内が現代 語)
化 法(還 元)Reduction
環 象(環 境)Environment
誰 幻(神 秘)Mystery
虚 凝(抽 象)Abstraction
拒 力(反 感)Repulsion
警 責(警 告)Admonition
権 域(管 車害)Jurisdiction
限 立(決 心)Detem血ation
鈎 深(調 査)Investigation
習 成(人 為 的)Factitious
神 跡(奇 跡)Miracle
先 機i(前 兆)Presage
耐 持(不 屈)Fortitude
度 位(程 度)Degree
拝 像(偶 像)Idolatry
謬 信(迷 信)Superstition
貧 鄙(倹 約)Parsimony
約 止(制 止)Restraint
予 向(傾 向)Pre(hsposition
合 死(致 命 的)Mortal
(81中20)
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◆ 化法 くReduction>→還元
初版 の訳語 は 「節約 ・還元 法(論)・ 化法(数)」
となってい る。2版 ・3版 もこれ を踏襲 す る。 し
か し,今 日の国語辞 典,英 和 辞典 には 「化法」 は
く<redu面on>は「還元」 と訳 され る。
◆環象<Environment>→環境
現代 語 で は 「環境」と訳 され る。初 版 ・再版 と
も同 じで生物学 用語 と し,3版 で は 「境遇」 を加
え てい る。 「環 境」 は,漢 籍 を典 拠 と し く周 囲の
境 界 〉を原義 としてい る。 日本語 で,今 日の意味
で使 われ るよ うになるのは大正期 に入 ってか らで
あ ろ う。
◆論幻 〈Mystery>→神秘
初版 ・2版 と も 「玄奥 ・誰 幻 ・不 可思議」 を当
て,3版 は これ らに 「神秘」 を加 えてい る。 ただ
「神 秘」は,漢 籍 にも和書 に も古 くか らある語 であ
る。結果的 に既存語が新語 を駆逐 した ことになる。
◆虚凝 〈Abstraction>→抽象
初版 ・再版 ・3版 と もに 「抽象 力 ・虚凝(心)」
を当 て 「抽象 力」 が見 える。 「虚凝」 は心理 学用
語 と してい る。 「抽象」 は 『易 経』見 え,訳 語 の
生成法 と しては,古 語 か らの転用 とい うことにな
る9)。
この2語 「言危幻 」 「虚 凝」 の よ うに抽象概 念 を
内容 と し,し か もこれ まで には なか った新 しい概
念 の語 は定着 す るの に時 間が かか る よ うで あ る。
「言危幻 」 も 「虚凝 」 も共 に漢籍 に も和書 も見 えな
い語 で,そ れぞれ の英語 の訳語 と して造 られた も
の であ る。
◆ 権i域〈Jurisdiction>→管車害
初 版 ・再 版 ・3版 ともに 「管轄 ・権域」 を当て
る。 「管 轄」 が 〈jurisdiction>の訳語 と して定着
した こ と にな る 。 「権 域 」 は和 製 漢 語 で あ るが
「管轄 」 は漢籍 の用語 で あ る。既存 語 での 置 き代
え とい うことにな る。 こ うした場合,新 造語 よ り
既存 語の方が生 き残 る傾向が強 い。
〈jurisdiction>は,・今 日で は 「管轄 権 ・管轄 区」
な ど,ま た 「司法権 ・裁判権 ・支配権」 な どと多
くの訳語 を もつ語 であ る。
◆限立 〈Determination>→決意
〈deternlination>の『哲学字 彙』 の訳 語 と して
の履 歴 は,初 版 ・再版 「決 意 ・限立 」,3版 「決
定 ・決意 ・規 定 ・限 定(論)」 であ る。3版 で は
「限立」 が見 えない。 「限立 」 は 「哲 学字彙』 以外
の用例 は見 つか らず}他 で用 い られた形跡 が ない。
こ う した語 は消滅 す る確 立が高 い。 と くに,こ の
例の ように多 くの競 合 する語が あ る場合 は,そ の
傾向が強 い。
◆習 成 〈Factitious>→人為的
初 版 ・再版 「習成」,3版 「習 成 ・人造 的」 と
「人造 的」 が加 わ る。〈factitious>の現 代 語訳 は
「人 為 的 な ・人工 的 な ・わ ざ と ら しい」 な どで
「習 成」 は消 滅 して い る。た だ 「習 成」 は誤訳 で
はない であろ う。3版 の 「人造」 は,幕 末の和製
漢 語 で 明治 初 期 の翻 訳 書 を 中心 に見 え る。(注
『日本 国語 大辞典』2版)「 人工」 も同 じころの和
製漢語 の ようであ る。
◆ 約止 〈Restraint>→制 止
初版 ・2版は 「拘束 ・禁制 ・約止 ……」 などを
当て ているが,3版 では,こ れに 「抑 制」 を加 え
て い る。 今 日の<restraint>の訳 は 「抑制 ・制
止 ・拘 束」 が基本 であ る。3版 の 「抑 制」 が主 に
な って定着 し,そ れ とあい まって 「約止」 が姿 を
消 した ことになる。
◆ 預向 〈Predisposition>→傾向
初版 ・再版 は 「予 向」 を当て るが,3版 になる
と 「素質 ・素 因 ・預 向 ・素性 ・性向 …」 な ど大量
の訳 語 が見 え る。現 代 の 英和 辞 典 は 「傾 向 ・素
質 ・体 質」 を当 て る のが基 本 であ り,こ の うち
「預 向」 に取 って代 わ ったの は 「傾向」 と考 え ら
れ る。
◆合死<Mortal>→致命的
初版 ・再版 ・3版」 と も 「合死」 当て る。現代
の<mortal>の訳 は 「死」 の形 容語 で 「死ぬべ き
運命 の ・死 の ・致命 的 な」 な どで あ る。 「合 死 」
は,先 の 「預 向」 な どとともに漢gに も見 えない
よ うで あ るか ら,明 治初 期 に訳語 と して造 られ,
そ の後使 われ る ことな く,ま た語基 と して他 の合
成語 の要素 ともなるこ とな く消滅 した語 とい うこ
とになる。
『哲学字彙』の初版 の訳語の うち,現 代語では
見られな くなった語を取 り上げた。一つの傾向と
して,初版 と再版の間には2年 しか間隔がないと
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いうこともあってそれほど訳語 の更新 はないが,
3版では大幅な更新が見 られる。 この3版 の訳語
の増加や改訳は,再 版 と3版 の間には28年 間と
いう間隔があること。初版 ・再版は英語のみを見
出 しとした訳語であるのに対 し,3版 は英語の他
に ドイツ語}フ ランス語 を見出 しにし,さ らにラ
テン語 ・ギ リシャ語の注記 を併記 しているため,
これまでの英語の訳語だけでな く,他の外国語の
訳語 も取 り入れられた こと。3版 の出た明治45
年 といえば,近 代の訳語,ま た他の新出語 も出揃
い,さ らにそれらが整理 されて近代語が成立 して
いる時期であること。大手の丸善書店の助力を得
たことなど,3版 が初版 ・再版 の延長線上にある
ものの,諸 般の条件が加味 された成果による もの
と考えられる。
2)単立 ・前接(F2-jree-pre)
明治期 に造 られた和 製語基 で,単 立 ・前接 語基
の うち,現 代 語 で は見 え な くな った語基 を検 証す
る 。
厘 造Originality
厘 造 一力Origination
合 性Natural
盒 性 一産 生Gamogenesis
抵 産Piety
抵 塵教Pietism
(6中3)
◆厘造 〈Ori卑nality>→・創造
厘 造一力Origination
初 版 ・再 版 「原 造 ・機 軸 」 に 加 え て
<origination>に「原 造力」 を当てて いる。3版 で
は 「原造 ・機軸 ・靱成力 ・創始力 ・原始態 ・創見」
と多 くの語 が挙 げ られ て い る。 た だ,こ こで も
「原造」 が第一義 にあ る。
現代 の英 和辞 典 は 〈originality>に「創 造 力 ・
創意」 を当 て るのが基 本 であ る。 「創 造」 は,古
い 漢 籍 の 用 語 で,日 本 語 で は 『英 和 対 訳 辞 書 』
(1867)にくcreate>の訳語 と して見 える とい う。
「原造」 が,「創造 」 に取 って代 わ られ た ことに
なるが,新 語 が既 存語 に駆逐 された ことになる。
◆査 性<Natural>→自然
n性 一生産Gamogenesis
初版 ・再 版 ・3版 と も 〈natural>の訳語 と して
「合 性 ・自然 ・天真 」 を当 て る。 ただ,3版 は,
た とえば 「〈Naturaldualism>自然的 二元論」 の
ような熟 語 をい くつ も挙 げ てい る。〈natural>の
訳語 と して 「自然」が確 固た るこ とを示 してい る。
しか し,3版 に も 「合性」 が 見 え る。 「合性 」 の
その後 は確 認 はで きないが,今 日の英 和辞典 ・国
語辞典 と もに見 えない。
◆抵慮 〈Piety>→敬慶
抵 壁一教Pietism
初版 ・再版 〈piety>「祇慶」,3版 で は 「畏慶 ・
尊信 ・祇慶 ・凄誠 ・凄教 ・敬慶」 と多 くの訳語 が
見 える。 また 〈pietism>の訳 に も,3版 で 「慶誠
主義」 が加 わ る。結 局,3版 の 「敬 慶」 が現代 の
訳語 となった。
3}単立 ・後接(F2-post》
◆成 来 〈Descent>→降下
人類一成来Descentofman
初版 ・2版 ・3版 と もに 「降来 ・成来(生)」 を
当 て}生 物 学用 語 と して い る。現 代 語 で は 「降
下 ・没落」 が当て られ る。
4)単立 ・前接 ・後接語基{F2-pre-post)
該当す る語基 な し
ll結合形 式の語基(BoundfQrm>
5)前接 語 基(B2-pre)
互L塑一的Knowable→ 知 る うる
起 想 、一力Cerebration→思 考
、助記 一法Mnemoinics→ 記 憶 術
推 護 一法 皿ation→推 論
置 製 一力 ㎞ventivepower→独 創 的 な
濫 造 一力Creativepower→創 造 的 な
定 種 一法Specification→明 細
互 離 一偶 有Separableaccident→分離 で きる
盤 一断 定Converse→ 談 話 を交 わ す
亘 転 一断 定Convertend→ 転 換
r,,R哲 学Empiricism→経 験
湿 甕一学 派Syncretism→混 合
los
主%$:一学 派Hedonism→ 快 楽
1_一名辞Contraryterm→反 対 の
適 理 一名辞Compatibleteem→調 和 して
(45中15)
それぞれの後 に示 したのが現代語の訳である。
「可知 ・可離 ・可転」の ような中国語の構造 にな
る語,現 代語で もフレーズで訳 している語,「起
想 ・実反 ・適理」のような訓読で容易に理解で き
る語 もある。ただ,こ れらの語は,こ こに示 さな
い語 も含めて 『哲学字彙』の用語であることであ
る。辞書 に登録 されたものの普及 しなかった語 と
い うことになる。
6}後 接 語 基(B2.post》
不 容 一間位Excludedmiddle→中位 の
匿証 一倖 争Petitioprincipii→先 決 問 題 要 求
の 虚 偽
7)前接 ・後接語 基(B2.post}
互瞠 一的Sensible→分別 のあ る
固有一互 覚一的Propersensibles
論竺 虚 偽L鯉f訓acy→ 論理 上の
純粋一謎 一虚偽Puretocalfallacy
いずれも訳 し直 されている。後接語基の 「問位」
は,現 代語では 「中位 ・中央」 になる。臼羊争」
は,ど の国語辞典にも漢和辞典にも見えず,英 和
辞典では上記の熟語で 「先決問題要求の虚偽」 と
説明 し論理学用語 としている。 また,前 接 ・後接
の 「可覚」 も 「分別のある」 とフレーズで置き代
えられ,「論体」は 「論理上の」 に訳 し代 えられ
ている。
以上は,明 治期の訳語が消滅 して しまい,現代
語では新たに訳 し替えられている語基について,
主なものを拾ってみた。 ここで触れた語基 も含め
て,そ のほとんどが専門語であ り,資料の 「哲学
字彙』の用語である。
術語は,た とえ難解な語であって も一般語 に比
べる と比較的固定 しやすい傾向にある。 しか し,
表2が 示すように,明治前期に造成 されたと考え
られる和製漢語語基の39.7%が,現代語では訳
し替えられている。この数字は,当 時の啓蒙家た
ちの,全 くの未知の世界 に踏入 り,それを理解 し
訳語を造成するいう作業の困難 さを如実に語 って
いる もの と考えられよう。
9.お わ りに
資料 『哲学字彙』 にみ られる 「和製漢語」の造
語要素である 「語基」(stem)の生成法 と,こ れ
を合成する複合語の語構造 について検討 した。
『哲学字彙』に収録 された語彙は,幕 末 ・明治
初期 に英学の翻訳をとお して造成さられた人文科
学の根幹をなす術語である。そ して,そ れらのす
べてが 「和製漢語」ある。ただ,こ れらの訳語の
すべてが,現代語として残っているわけではなく,
その後,訳 し換 えられて,初 めの訳語は消滅 した
もの も多い。 どのような語 ・語基が残 り,どのよ
うな語 ・語基が訳 し換 えられた り廃語になった り
するのかを個々の例に当た りみて きた。
ここか ら導 き出せることは,先 ず,訳 語語基を
特定すること,そのために原語である英語 を語基
に分解 し,それに漢語の語基である漢字を当てて
ゆ く方法が基本 になっていることである。その場
合,そ れら英語の語基 に当て られる漢語の語基が
既存のものか,新 たにそのために造成 された もの
かが根本になる。この期に造成された 「和製漢語」
の 〈単立語基 〉のすべてが新たに造成 された もの
である。次に,これらの語基を要素にして3字 語,
4字語 といった複合語が生産 されるシステムが確
立 されてゆ く。
語基の生成法は,自立形式では,a)初めから2
字の単立語基 として生成 される。b)先ず3字 語
がで き,その前接辞または後接辞が脱落 して2字
の単立語基が生成 される。c)4字語の前部,後 部
が分裂 して2字 の単立語基が生成 されるの3様 が
ある。
一方,結合形式では,3字 語の2字 部分が新 し
い語基 として生成 される。 また,4字 語の前部,
後部,あ るいはその片方が新規 に造成 される。 も
ちろん,そ れ らが単立語基 にな りうる場合 もあ
る。
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こうして生成 された語基であるが,そ のすべて
が定着す るわけではな く,本資料の 『哲学字彙』
初版の場合,39.4%(自立形式37.7,結合形式
42.9)が現代語には見 えず消滅 している。
どのような語 ・語基が残 り,どのような語 ・語
基が消滅するのか。確信的なデー ターは得 られな
いが,誤 訳 を含めて内容 にそって訳 し代えられる
こと,術語であって も個人の(あ る特定の個人の
訳文)資 料にのみ用いられた語 ・語基)は 定着 し
に くいこと,同一原語 に複数の訳語が当てられ競
合 して一方が落ちること,漢語基である漢字が特
殊であること,その新造語の構造が 日本語の文法
から離れていること,語基である漢字が定訓をも
たず難解であるなどが概略 として指摘できよう。
今後の,さ らなる広範なデーターによる調査 と
分析の結果を待ちたい。
〈注>
1)森 岡健二編著 『近代語 の成立』(昭和44・1999年,
明治書院)に お ける 「形態素論」,pp,323-350
??
??
??
??
??
7)
??
??
注1>同著/永 島大典著 『蘭話和英和辞書発達史』
(昭和45・1999年,講談社)飛 田良文編 「『哲学
字彙』訳語総索引』(昭和54・1979年,笠間書
院)
『哲学字彙』初版(明 治14・1881年)〈緒言 〉
(原文漢文)
<Fl-Free>の前部 くF1-〉は,1字 の自立形式の
語基 を表す。 したがって 〈F2-〉は2字 の自立形
式の語基 となり,以下 〈B1-〉〈B2-〉は,1字 の
結合形式の語基,2字 の形合計式の語基を表す。'
日本物理学会 『文部省 ・学術用語集』物理学編
(改訂版,1990年)
日本化学会 『文部省 ・学術用語集』化学編(2版,
1986年)
筆者論文 「科学」 の項 『講座 ・日本語 の語彙』
(明治書院)
筆者論文 「「明六雑誌」の語彙構造」(神奈川大学
『人文学研究所報』NO34号)pp,39-52
注1)同著 「漢語訳の方法」 として,置 き換え ・
再生 ・転用 ・変形 ・借用 ・仮借 ・造語の6つ の方
法を挙げる。pp,226-291
*本論文に先立ち,本誌NO24号(1991年)に 「『哲
学字彙」の語基と訳語法一その1・語基表一」を発表 し
ている。今回の,こ の論文の語基分析も先の論文の 「語
基表」によるものである。
Wordstemsin"Tetsugakuji"
WordstemsoftheJapanese-madeChinesewords
andthemethodofwordcreationandformation
TA,KANOShigeo
Thepaper,whichismainlybasedonthematerialstakenfromthe"Tetsugakuji"(firsteditedin
1881(Meiji14))analysesa皿thevocabularyandbreakthemintotheelementofthewordscaUedword
stemsandunravelthemethodsoftheircreationproceededbytheputtingofthenewlycreatedwords
backintotheoriginalwords;thus,thepaperattemptstoexaminethesystemwhichformthe
Japanese-madeChinesewords.
Amongthosenewlycreatedwordstemsformedduringthisperiod,therearethosethatarestillin
useinmodernlanguageandthosethatarealready"dead"(whichconstitutesabout39.7%}andthat
havebeentranslatedintonewwords.Whichwordsandwordstemscontinuetobeinuseandwhich
ceasetoexist?ThepaperforcusesontheunitofthewordstemsoftheChinesecharacterbasedon
thewordformation.
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